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1.メ 子 ル 友 エ チ ル基 を 含 む 多 康 子 分 子 の
級 牧 スペ ク ト 鼻
IL..W・Th・mp+〔川,.P1ρC・.R・y・Snc・
〔..1,isa,.醇03M14G9訪》.
一般i諸 原 「扮 初1喇 財 ペ ク トル は 吸 攻 帶 σ畷
錐 性 に よ る分析 の 困慧 払 蓮 績 ス ペ ク トルが 屡 々現
は れ る爲 とに.よら・ 分 子の 働 起釈 態 に 開 す る智 識 を
鳥 る.事が.仲ウ難 しい.從 つ て詳 細 な 分 祈 の 行 は れ た
もの は 俺 か少 鼓CC:t〔,9に就 てUre)'・&Jq.1insten・
1'hy・・..lley.,S8.2131(.1931)冨.SO,1二就 τ..SVals。・
・kPaEker,iliid・・57.tiSl.(1931)ゴLに過 ぎな い.
膏 者 は メチ ル及 蔑 チ.丿セ墓 を 含 み・ 原 干 債 を異 にす
る二 三 の 化 合物 系 列 に就 τ,.永素 雄 膂 を光 源 に 用.




り..'.ZpCC}一rp厂ca・26`〕QAよb紫外 の 方 に亘 つ τ 浬
　
織 λペ ク トル,働Z・ 〔曝 犠 一 ・"・:v枷Aよら連
り
縦 スペ ク トル.七の 巾2420～2=100Aの領域 に,撰 が
.つ忙 明 確 で な い鱗 壇 帶 系 が 現 はtt,る・.温 度 を3000り
=・㌻ る とca-2461Aに 吸 堵セ帶 力詈現 畠まtzる.(3)Hg
な
ぐC皀H5)2一壓 力が 商 い 時 球2380Aよ.ら連績,,歴 力り
の 蔵 い.ときは2362,2ご14・5;2305,2290=2250p2255A
に比 較 的 張 い吸 蝦 帶 が 現 は れ る・ 帶 は 不 明磁 で あ る
が,.明か に 紫 の ガ に頭 を有 し赤'ノ∫へ 暈 して ゐ る・ 吸
ロ
取 菅 を長 くす れ ば2420～2了60AのdePlvQe剥賊xり
ペ ク ト 丿レヵ雲現ltれ る.(4)1)iレ(CtHr.L-ca.2:P50,、
る.より蓮緬(5)〔 …・(Cl.噺一ca・鸚 倣 よ嗹 塩
り
(6)ト リ メチ を ア ミンN{CHa聡一aL2600Aよ り
源 ㌔ ω 回 エチ 砂 け.N(q}1・):一Ca.
27boAよbPtva,(8)ト9.ニ チ ル7オ ス7イ γP
　
〔CこH5}r一一c矗・2500Aより蓮 績,(9)硫 化 ヂ エ チ ル
ロ.
(c21.「n)尹一ca.喫ooAよt)強 い漣 續 暖 攻,.低歴 に於
.て2290λに 撰 が つ た.吸收 帶 を現 は す.(10)ヂメテ
む
ル及 ヂ エ ヂ ル エ ー テ ル ー 匸a・2i50,Nより弱 い 連駁り
吸收,(】1)xチ ル メ ル カプ タ ンCgl恥II-275QA
よ り連 績 吸 数・
斯 くの 如 く吸 攻 帶 の 得 られ た の はZn〔CL,.1ie)r,Hg
(C尹議 及(CgHs}5の み で あ つ てそ の 他 は連撮 吸
收 「『φ る・ 著 者iまZn(Cell:,},,及Hg(C,・1.lfi)2[二現 星ま
れ た 吸 暇 帶 に就 τ 分 析 を賦 み,轟 ネ ルギ ー 階段 囲 を
露 き,勵 餬 憂態 の 撮動 最 を求 め τ ゐ る・ 例 へ ばHg
(C21ts):に就 て 主 な る闘 隔307,3al,298cm-sは
Hg-C結 合 の働 坦 歌 態 に於 け.る對 栫 的 原 予 價 援 動
に 唖 し,10{了,INI,1960,1057"n一璽は對 帋 的 變
形 振 動 に.応す る・前.者は正 幾 状 態 の 振動 數49βαr星
よb小 な るが 故 に帯 が紫 の 方 に頭 を有 し,從 つ て 勧
靼 に よつ τ 結 合 力 が 弱 ま る事 が 分 る・更 に光 化 學 的
分hllll成物 飽 ぴ に 螢 光 に關 し で は 現 今 研 究 巾 で.φ
る.(オヒ川)
.鳩"w




曩 にGlasxioncとIticklingは階 傾 反 懸 の 理 蟄 を
早 出 しtそ れi二.侠る と陽 権 に於 て放 電1二よっ て{i、
來 た(7}Hの籍 合 に ょ り股初 に1ら02が 幽堪 る.」又
チ ォ硫 酸 鹽,亞 硫 酸 驪 及 び 醋 酸 雛 の 陽 標 醵 化 の1琴に








1.、,■ ■ 』 一 直




㏄'".匿Ψ"!　 .　 一 一 」.甘一 ～ 油,',〃 ・
.〈.變る.が之は此.等の金融5.の鬣1類がH:,Oeを接調的に
頒 頻 砺 弩 る構 み・.然る1・熱 酵 へによ
れ.ぱ揚纏に於て:tTrOt嫁生虞サす從て1淑A9等の











じ エ・.審趣 ギ ーアK準問 に 起 .多らの:であ るr故.に電 解f)
場 合 に次 の 如 き闢 係 が 成 立 しな1けれ ば な らな い.
・レ子㍉>Ei p圏,+lti,slir'(AH一」、1)r(,i)
こ ゾに ・レ は金 屬電 燧 匡〉匸L事前 數,V3は 加!へられ ナ:
.正新 γ シヤ ・レ,E・醗 級.宥 きれ.た負 付 ・の電 子
親 和力.,Hl。nば負 イ オ7の 水 和熟,・AIはイtyの
吸 着熱,ARは.イtン が 放 電 し て 出 堪 た基 の 吸 管熱
で あ る.・
悔}:唾に於 け る.C〕Liめ登 生Ocの.鼓 生 に對 し一亡は 投




















(但し]A=Ars-Ai}.とな か 嚠1Lは場 合 に よつ て少
レ異 る が 今 この.差を無 覗 す る:・.然3時は;EOII>r:,,
で.ある と..〔,H「よb.も..A一 の'方が.放電 しや.9`,.(聾.
通 の 陰 イ.a,ンに對 し.てはIla一>H1113)6』A佩が 比
較 的 大 な…ろ時 の みf,耳一が 最 初 に放電 す る事 が 出来
る・ 故 に 一蜘=鴎 捶 り 遘 篭 恥 篇 し・1滑か な 白釦 時
はaが 放 電.し,低い.〔fi金黒p金 屬 酸 化物)時.はL)Tr
が11(し 易.い審 が わ.か.み 囲 へ1訂醋酸 鹽 の 陽拯 酸 牝
に於 τ は零 極 が 滑 か な 白金 な..る蒔 喧醋 酸 イ オ ンの 直
接 放 電がSiはれ
(d冫α ㌔Cで丶γ 一CThCnO÷・(錮 、
若 し その 蒔他 の反 應 性 物 買が 無:,れば
je)=!CIIRCOO一>C'..Hn+3CO_
な る反 應 を.なし(Ko1Lc反應)戦.ヒn.,ば 發 生 し.な
い・ 一 方 自金 .黒を つ 砂 た 白金,C～・ i,1'C..pi,儀
.NnOジ!t:0.の如 き底 い1茴電 睡 の もの を 陽趣 とす.る
蒔 は韭.としでOii"が 最 初 に放電 し.それ が 次 あ.如く
反 慮 すJ
l鰺躑 瀦 雲議 蹴1「}囎譲。應
そ して 若 干 の`.}2の.螢輩.を見.る,之 に反 し電 趣 が
Hg(CN)≧、liL'.6r凹cine..等`三で被 毒 ゼ'.られ`たる時」は
0打 一の 放 電 の過 電壓1ま墫 し再 びKobe反 賑 が 盛 ん





3、 界面 に於 け る電 氣 の移 動1畿 い て
.(磆子 一永 銀 系)●.
h:..¥Canceoldu・C.Ctliber.%..phγ5i塾 Cheni.
〔`、=}・173,3.1一..n(193ち)..
フk銀で掩.はれ た誚 子.膜を高 溢 監こ熱 し て.之.を通..し
で扈 流 電 流 を滝 す際 に 」 モめ 電氣 の移 動 が 知 何 な.る
.鳳f_irtS#1.て居 るか を見 る犀ミに,硝 テ 貘 の爲1モ起 る
種 々の電 氣 的性 質,及 び硝 予膜 の 陽捶 層 に現 はれ て
肇 る現 象1弓就 し、τ 篝見察 力ζ行.はオ「した・ 夢髦證 霍ま.簡厚しでrx
こ..め時任意 隠o・--tmの?ラス ⇒.型の晴子膜の内外f=;h銀を滿
ψ啣 れA一 と・ii_と.の鷹 に對し の 式を.1し緻.・白罅 幽 づ電 氣縛 いた・鏘 鱸 氣
考へろ.と 壇に入れτ.高温に保つた・温度は大體33。c電壓は
蝋}ζ雛禦 二:磨.課 譲島竃辮鸞 欝飜 蹴
354
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20分位で.;よ1乢A・に降下する・電漉の方向.を炎彑に
換へて黝 鯉 績的1二電流を流すと.硝子膜に…嫌 に
黒禍色の汚點が生じて恥,.終に%Cが笛くので.ある.r

















































,純謡酸,パ ル ミチン酸エチ.ル懸濁液及鹽化 リチ
















卜艸ii*ン と蝋 蹠 緇 褐 駟 .となる紳 使7f12ttた躍 爾 黼 級 膚醐 の蹴 敵 黝
ち1*il二よ礁 導とである・(;1廉 戯画 一定の隙 働 砂 ら魴 つτ,斯6躙
一....^"・.・'～".,..,'一宀'曽一♂・一.λ
4・ 表 面 の 鈎 理 的性 甘rll〕液 體 膜 の 粘 流 ・
襲 面 力 の作 用範 団
S・1しlia+tuxaF・Y'.IiowJen.,Pm鉱Roア6
Soc.(A].151,'?30...3;(1D3).
本 研9EtSltrlHQ4il91が其 と接 す る液 膿 の 丙 部 の 如 〔可
な る深.さ.∫笛影 響 を 及ぼ すか,'.換3ttば 液膿 に 幾許.






面 力 が1500.X・一・5(},POQA迄も及 ぷ とい ふ 輯1告に野 し
り
て反證.を零げ、表血 ヵは高々1000λ以内であ り久恐
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.5.稀薄本滲液の表面彊力よ1りX1{1_るパル




既 系 の.GpilL+ri・rヒ・・を使 肌 τ ・Nz・一Palmi[a[ea吸 砌 起 つ た血 仇 ・,嚇 の起 。勳 蘇 ,



























● 躍"卩 齟 騨
.
&Fの下の癖 鋤 駄 蔽 肝 の畍 干層が出届
1
c.IbLv豊創 闘"し心9驫 嘘蹉o
節 ちA-B亘(二..の各櫨 度 で 男」1齬ヨ長力 は 榛 小 を 示 しτ
ゐ る.鳳 に於 て最 和 の極 小 い)はCapil肛aワ1n血i蝿=
るに.r度+分糴 度の時起ると考へられる・拠 溶
質分fは 系の界面エネルギーが趣小になる様に定向




出畑 だ購 くす る様に定向する・ea分干はカルボ
t#シ ル墓の局 り.を廻槫 して界面全asを覆ふ樣瞬他
の麟 な分子麺 を郷 に露1貼 て配列するの働
る・(lt)は斯る滬度の時に生す・更に渡度が誠少す









於 け る 濃 度U.Uib)(10一+molai(そ.;Cに於 け る 濃 度
1ゆ細x10『'm・1叫1
零1,聖、吩 子3'r.7Gり1;さri、 が
最 大 で13が 殻 小.ri3耳a・P臥1mi鳳eの 比.重0・Bud
艶OC_ム1:.耳捷一P"lmit店ヒ6の 分 予 景.n78・2δ,..ド言Nq-
PaUnitateの分'一チ審5..;8x10・冗2紀己 ・




茸 φ 分 千の 最 小噺m.積 及 長 さはL8n琴m㎡τ のfilm
'me[halにょ っ て測dさ れ た もの と丿`差は ない ・
(一渤
一 ㎜～".'}
6・.オ.ル∬ ノ ゾriに射すa各 ア.丿レコホ.ルの
比:x澱力 に就.で
B.1'amaguehi.Knllnid一'L.,72,51一一5(19:15).
.量近.の慶麦 に 俵 れ ば卵 蝨 白及 血 清 の ゾル に對 す る
各 ア ル,一 ル の比 沈澱 ね(relalideFallmgskraRJと
透 電 的 分 子分 揃 「僻川 との 商 に數量 的 關孫 の 成x-rる
ζ とを 綴 じて を り,約to種 の ア ル ゴ ト 疫に就 き行 つ
.た結 果 は ・aを 比 分T沈 澱 圧i'mu.を最 大.分挑 度 ・
i'a,mを工⑳%の 癆.合の ア ル2ムNの 分 子 分 桃 度 ・Kp
i:.は轟 白 ゾル の 恒 數 と すれ ば
(a十.KIXPlr臨瓢一Pcn■n)一:.
(r:戸分予が.ヒ記の如 く.iFfulubt?#.して界面張力OJ1?i.礪働 城 立すL・ド
櫓小を表す機な誤産の蒔には表面に承分子膜がtu"hl
る・く勾 異?に稀釋度に於τも吸膂が起る面積は
雙 らな.い.㈲:勵 て"Sい激1こ 於τはM・醜 倒
附近に於ける一定容積か らの吸管は實際的には完肇
である.〔{).、分 チの容積は石墜で縫,横,厚さの藍.
1・等しく・助 班 顰 アUtVFpの數で割つts
の に 筝 し.い・(tj)膜 中のNa=Palmi邑ateの比 重 はi
圃鰓 の密 度 と..等.レい・
依 つ.τ.A,B¢.黝 劇 蜘 こ於e)7.OPttし～;紛
子 数及 一 分 モの 霹 搬 にり い て 下 記 の 式 が 得 らオ.しる・
而 しτ 才 ル ザ ノ.ゾル の 安tillには 透 躄 量 が 關係 め
る こ とpawlド1であ る と され τ.ゐ'る.
著 者 は 之 等の 報告 に 募 き沈 澱 力 を.J。Cの恒 温 槽
`二於 τ1'ulyni・rrolの.lull、・CSH,SC1,.爵酸 ニ チ ル 溶
液 の 一 定 量 を と り之 にRyhア.ル7-A下 異 性 骸
GGめ てo-nktylでの1啝 の ア 砂 一殉 夫k:
.クロ ピユOレ ッ トで溜 下.しその 沈澱 力 を實驗 しτ そ
め錯 果 を 隅 丿モに 示 し犬. 説々 明 を加 へ て や る・
灘 すべ きは比 沈igk!11.よアHa一)L.の分 子 蛬 の 墫










鹽'なる闘 係 が あ る;と を 示 し τゐ る・ 閥.alよ純 粋 の メ
チ ル アri7-hの 分 子 分拯 度 の 嵐n,Kは 常 該 ゾ
ル の 囿 有恒 数 で あ る・
x.Phlystyrolの各 濟 劑 ド對 す る粘 度 に就 いて も帖
度 式
÷(鴇,一 王)一・く1,.!,・.
.のti,の價 が.【式 に於 てTITは稻 對 縮 度,<一a137$110
(%})IIN酸.エヂ ル 溶 液 の 場 合の み 他 の 鷂 合 と慣 の異
るを 指摘 し此 の 混 液 の 沈 澱 過 程 は 双 睡 子凝 副 で あ る.
と淋 すべ きで あ る と論 じて ゐ る・(萩 野}1
1_、.、'・一 ▼」¢{'ぞ丁'・.▼…'一'一-PぜL
乳 活 性 炭 のイ七畢 嫐 着 に就 て の 研 究 【VI丿i
.活 性 炭 の 懸濁 液 のYHに 就 て
A.K【n9,J.CIle胴n冒.Soe・,8鬘9-94・(19㍑5)・
灘 迄 唹 τ ・,纈 幅 齦 戯1こ 於 て 活性 化
.さnr:る雨 炭 素 は 其 の 諸 性 質 に於 τ著 し き帽 逮 のffj.
る事 が 期 が に され た。 本 治 夊の 目 的 は.活耗 炭 の 水 に
於 け る憑 濁 液 の.P}1がr&k9:化温 度 に ょっ τ如 何 に變
化 す るか,叉 活性 化 の 時 間,.活性 化の 媒 岡 ρ時 敷 々
果Vin=1、1.にタ1亅何 に駕匐』爵等'r.るカ・をtLんとす る`こあ る・
著 者 は砂8k炭を{f{4の温 度 に於 て 活性 化 しナ=るも
め を 用 ひ1共 の 傳 導 度潮 定 川 水 に於 け る懸 濁 液 のPI匚.
を碕 子 電繰 と眞 空fit電位 差.irを用 ひ て測 定 し,次 の







解つ た.地 圖 に於 で
xe匿調 櫛 監騒鷓o「 艮CllVetlen.
















































8.一 酸 化 炭 素 に て徐 奮 せ られ た る
邇 持銅 に よ る水 棄 の 哦 着
C.¥V.Cri(Gn,J.Am.CLcm.Soc.,
57,1200～S(!9S5),
著 者 の 得 た貰 験TIの 一 都 は 下 囲 の 如 き もの で あ
る・ 閉 は`.ドに 於 け る搬 持 銅 に よ る水 素 の 吸 答 等 温



















胆 瞬 じk)に對して1モ1因Fが 漕失すること.に起lqするものであらうとぢへ
　
ル.の鋼峨 て,縫 埠 れる・Orlair)
.なくして.行へる結梟1
,1一'一 で あ る・Pease及=
'ゆ コ」 諜轟 印"neG・;tiin(J・Am・{:bem..
Soc・・.49・25{lt)27)參照)に1銅 に就 で上 記 と同 礫.
な る.現象 を 観 寮 レ,非 常 に活 性 な る「11心め比 較 的 少
ない ご とを指 摘 して ゐ るが,上 記現 東 に就 て'も之 と
団樣 な る こ とが 考 へ ら'.r.る・ 曲 線11,12,ISミ,1・1」F.
及161‡1000g.の擔 持 饐 に對 して2モ ルの 銅 に就 て行
へ る實 膝i二しTl.峨1δ瞳被 毒 奪 くしτffへる もの,
IL'及16t;O.O{{9・r・の 一 酸{ヒ糠 ド τ瞬,13はt .・・7・
dC.にて 同 傑 被 毒 して 行 へ る もの 、14は 毒 拘 た る晶
画靴 炭 勦 み に τ 行へ 嬢 驗 で あ る・o・OCIgCCtの毒
を 仙淵 参 る時 ば 水素 の 吸 吾が 」曾大 す る.而 して その
墳 加 の 程 度 は凡 τ の癧 力 〔0-80cm)に於 τ略 々同 一
で あ る.(ILI5及1累16羞}1璽〕・ 毒.を碗 々多量 使 ♪驅す る
時 ば 等 温 粮 は 鍍 壓 部 に於 で は0・醐9cc・の 毒.使用 の 亅2;
16とrEI樣"zrあるが,併 し段 を縻 力が 高 くな るにつ れ
卩て
lf〔.ちに 等 温 線・i±if下す るの で あ る(13參照}.n,
15及1.累16の円可曲 譲 及13.の曲 耄泉.を観 るに 溶 解 が 殆 ん
ど坦 ら.ない 鱈壓 に於 丁 は吸 著 量 が 毒1こよう て か へ っ















する・而しτ此聴 は隷 の麟 を舳 表面磯 合
.よりも一層よ.く行に しめるのに重要なる役割を演中 ・
.ヴー皿 一v
9・即 腱 度≒酬 構 解 テ冫r,cとの
陶 係 に 對 ・tb.研究 〔1】・叩 ゲ 劉 こよ る
.蟻 醒 イ オ ン の 暗 黒 酸 化
li・〉.ChoG.∫.:1w..Chじ匚II.tioc.1.
579ユ4跡7-40(19騎).
從;樹〃黝 」蟻 黴 と熱輝 醐1楠恒藪の間に
.・ことがRCS,一ii'Y'#・襷ば鰰 の最黼 ・加 「っの酸鱒 ・鰍 ・ ・1。醐 傑イ癰 一、s.恒
ふ る1=zれ以 下 のr&i'k部1二吸 着 し・ 水 累 の 吸rをt'穀 のt1一=る ・
し醐 射 を 故に」i醸聯 果の1い6及1:3JJ=
つの場合の水嚢吸袴の擧動の椙.逾は取皆の第二次的
は 外 親 上 何 等資 係 が な:い様 に考 へ られ τ ゐ たが ,黛
近 ・ か.Σる斯 定 を下 しfi'i%iい樣 な 種 「4の賣験 が 可 成
了.1はれ τ 和 る・ 蜘;』.Cun・・【.及びP・atヒ.は翻r】・一
phenol及びPh・凪II類の ・・P画・・贐・>idatio・1め亡、。一
tial"の研Lに 於T<れ 等 の蠡 化速 度が ,建 用 す る




lく{厂一 ・R三1.レ(可.成 綾 徐)
i
に よ り逡 行 す る と.暇寒 して責 鵠 的 に 或 う開 孫 式 を導
き,ヌ.本蕾 者 は 既 に;衙ricyani面な る觸 媒 の.FF7r:
に於 け るoleic・id灘1fl1蝸 ・ilの鱇 吸 收 の
實驗 に於 てC.mant及び1始[些 の それ に若 干umaせ
るxの 知 き關 係 式 を實驗 的 に導 いた 冨
遖 度.ユcいF町瑚ご「」 〔1)
;{i.aFry然$tY(0ｻ,Eは切 系 の 酸 樋 元 ボ テ
ン シャ ルピρ・ド遮T賦 電 靴 學 に て側 け る と同
樣 の 意 味 を持 つ.
扱 τ ・蟻 酸 イオ ンの ハ ・ ゲ ンじ よ る暗 藻 醸 化 の遉
.度式 に(D.式を川 ひ.る時 は
一d(x2)'』t二k(r)(:{
9》d重IF駝電卍:t幽,(2冫
茲 にEF311Eの系 の酸 化濾 元 ボ.テン ンヤ ル で,F,a十
uh(Y)=・ 等・い 、麟 ・・ゲ・,・一
は ハ ロ ゲ.シ詫 物,Tは 蟻 駿 イ オ.ン,tはarray.kは
蜘 晦 敷・.E・は 騨 酸 鰓 元etテ ・ シ や.ル・Eの
こ の甑 を.(.,)に入 れ る と
一a(X.)μ梶=k塞(r)〔X♂1η(X暫}9β〔3)
茲 にkl昌keい鴫'5鰐)で,若.し 之 が .正しけ れば 一
蘇 や 殉 としてい ・s111ひ實鰍聯 を齢
に塑 へ 名s1三1の 餓 は 一 定 とな る・ 勿論 從 來 の 研 .t
一30s一
物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
抄 iui一}
綴 講 謙 躍 費,認震竺副 第膿 識 卯..購.叫。.
か路 搬 鰍 【,,B・、によ梅 侮蝦 の踟 ・騰 頃C晦 誠 継 度をAICI・の存勧 下1・二琉黻
闘係を求め胡 酬1緯 い.然し(3)零1・ホ.嫉之i素1糀中1こ於τ剰定せ稀 果圖の如き.梯大點を有す
≒斈を標 準 酸fヒi量元 ボ テyシ ヤnに よh闘 係 付 け る事
洲 瞭 る..次に示 すlnl:の一 致(り 及 び 蜘 ・τ瀦
が.frへる ハ.・ゲ ン.によ る蓚 酸 の酬 ヒの6ff"n".〔∫・Am・.
Churn.Sou,57,14{u(1935》〕 に於f)る.同樣 の.結果



















.7リTル ク ラッ トめ反 應 は 有 機 合.成化Ftに於 て
.睡啅)て重 要 な る鰯 媒 厚 應 で φ る に も拘 ら.す今迄 反 睚
動 力學 的 研究 は あ まb行 に れ なか つr::・'
著 者 はAICh亙 ぴGaChを 觸媒 として 〔1)壗.ン
ゼ シ とベ ン ゾイ ル・クロ ラ ィ 下「ア(2)♂{ン.ゼン とn・フ9卩.
ビ ー ル ク ロ ラ イ ド との 兩 反 應 に就 き反 應 速 度 め解 新
を試 み.た・
装 置は 恒 壓 の 下 に於 τ,反 懸 に よ り生 成 さ.る丶鹽
酸 の 容 積 を測 定 す.る方 法 に よ つ.た.反晦 温 度 はaoｰc
で あつ た.
(1)..の反 應 夘 ちC,;H,zCaCl十C6Hh己Cρ㍉C⊂)CiiH5
十:f1Clなる反 懸 に就 て は 既 に他 の 實驗 者 に よ つ て
明.かに きれ た る如 くa.ici,を觸 蝶 とす る 時 は.中..間
物 質.として.AJCI3.C,;lisOOOJが幽.脂 下 式 の.如く
反 瑠睡力{.庁はれ る もの と.考へ られ る・
alCh・C611yCpC1+C匠111畜→HCI+ALCL36C纛H5COChU・
竚 聞(分)
圖.に於 て示 され し如 く,ベ ン ゾ ール の濃 度 に.は殆
ん ど.撫闘 係 な れ ど も.C;J4CIめ瀘 度 を墳 せ ば 反應 速.
度が 著 る し く培 大 しp乂AIChが 反 懸 に よつ て枢
めてi{,一T#とな る事 は 前.の反 應 の終 り し.後.に新 ら し く
灘 駒 質 を 加 へ て 行?.た寅 験5.S=.よ.OYTされ ろ・
.活性状 態 とな り しAIC」の表 面 に は新 らし き液 硝
の 存 在 が 冤 め られ た・
是 等 の 實 験 に よつ て 次 の援 構 が 考へ ら.れる.皀11ち
.固膿 .ACI儲の 表 面 で は 反iii;徐々 に行 は れ る の.み
.であ る.が一 娃 反 慰 生 成 物 を生 す れ ば 此 物 は 溶 媒 の二
.硫fヒ炭 素 よ りs一・層 容 易 に:VCIaをtoかし(AICI
3と
:の間.に鑽 化P物 の 生成 が 考へ られ る),此 溶 液 に な.
りし.plChがAICIg:・cnx;ci錯化合 物 生 .碪に 都 合
よ く反應 す る もの と考 へ られ る・
atct,の代ti_.GaC】aを用 ひ て 一 層 些 反 應 の機 構
が 明1にされ た ・ 但 し吐 場.合,曲 線 の 趣 大・點.は原 勸 に.
..遲《 な つ た・GaChの 場 合 にAICI;の 時 と同憐 に
.聿屎 懸速 度 は1.aCh・CaH;CIとぺ.ンゼ γ との 間i=ir
.はれ る もの と考 へ られ る・
.今溶 解 せ るGaC㌧ はGaC13二・C6Hけ及 びG+Ch・
C3H7Clの雨 者 の錯 化合 物 としτ 存 雀 し 且つ
.(もH
7Cl十GsCla・C6}㌔;=GnCig・(.:3H;Cl十Cpl-1,輩
な る.干衡 が.成立 す るも の.とすれ ば,
・叫 ・・賦 一・・,覊 幸ii.[GaCIJ(CANC、〕・
・1故に.反應癌度は.
脚 二よれば ・分子騨 あるが鰔 ・擁 ・判 釜 ・・〔・・(・la.C,H、c・〕〔鞠
剰1二zrつ瞰,紛 子蹠 の形をとつた●畝 引 一k〔GaCh〕〔堪 α〕.〔"H,〕
る.ペン.ゾラ出 ～ン とA!(.13との 鐙 化合 物 はg反 應 軌1 〔(;』Hβ.+Kl・〔ら 【.tu7
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蝋 々嘯 化働 生成の可能性を麻 拯子榊 の見
地から.1嬬陛しrゐ る.・(rY川)
一_吊 λ'一. '鯉'....'」
Il.窺鰹 不 均 膚 系 孵 媒 反 應 に 於 け.る活 性 度
と活 性 化=承 ル ギ ー
ll.ILtiturch,1.Am.Clicm.Soc.;
57,】3058(1925),
不 均 一 系 講 喋反 應 に 反 唹 逋 度樋 數 式k轟A曜,蹴 証
を感 用 す る と.a.及活性 化stNギ ーE:と の 問 に は
次 の.如き開 係 が.暖tす る・
A冨CbドE(t)
茲 に(依 ・`蓮 數 で あ つ τA}嫡 媒 のrtlls皰
敷 と呼 ば れ て ゐ.るもの で あ る・ 此 の闘 係 を始 め で螢
見 した の は1.'onstableであつ τ.被はTaylarの活性
中 心 祝 に慮 肇 を應 用 しτ 巧i=(1}な..る開1系を理 筥 的
に説 明.し得 た・ 即 ちEなarrt'E化』Lネル ・F一を要 す
.る様 な活 殖…中 心 の牙 右 は(1)に.て與 へ られ る と した
の で あ る・ 乍併.Constableの説 めみ に て 読 明 され な
い 多 くの賓 験 事 買 が 著 者 に よつ て指 箱 され た・ 茲:に
於 て著 者 は
.A富鬯sz.................(2)
な.る闘係を想建した・5に 活性巾.心の數,Zは 活性.
中心 と.吸符分予問め工審ル ギー交換 の 周波.勲であ
乙」西.しτ著者は暖著の形式〔多極或は箪餉吸著)從
つ『r觸媒表1画に於ける原イ珂田寵等によ・つてZは 支酒己…
さQiる.もの と しτ.lC・醐 ・ 嚇;て 鋤 さr,.i;
7い多:く.1の事 責 を之 に よつTjく 設 明 した・fd7ほ.Uaux-
ILLによ る種 々φ9ル コ 小 ル の 膜.永 反 慮 に 於 て
IMhs・が}Bauxite]gl・對 し旗 へ 潜 活 慚'砌[
12.癈物 よ り酸 化 自金 騁 嫌 の 黎這
E・1篳旦dじsch.rieler&1μA甼、likc5亀」.A211・
〔.:hrm・tiOC;,57,U7i.一81.1A35J.
癈 物 よ り騨 化 白金 を抽auし,.之よ りCerodiees.葭
Adam〔J・A」1L`.:heロ重.Soc.,44、1397(1922)〕め ッ,
法 に よつTiN:`白金 驛 媒 を製 造 す るに一 般1.二其 活 性
度 は鍍 下 す る と曇 は れ τ ゐ る.此 源 因 と して水 素 添
加 反 懸 中 に 附 着せ る微 駄の 妨 害 物 實が 護 留 し,之 が
崩膜 再 蛮 の 時 に影 響 す.るもの と考 へ られ る・
そ こで 著 煮.は擁 物 よn5種 斌 の 方法 で鹽 牝 白 金 を
造 り之 よ1Uoorh㏄S&Adamの 力法 で觸 媒 を再 生
し,Lcptalidyl-n-holylphenylclh}acne,.maleficncid,
UenzaldcLydu,nilmbenreneの水 素 添加 .に對 す る活性
.(示素吸 收 速 度)を試 驗 した・ 其結 巣 次 の 方.法が 最.も
頁:好な る 結 果 を示 レた ・其 方 法 は 大照¥¥`ichcrsの
方 法 σ.A臓Chem.蹠,43.1268(192り⊃に よつ
て 囎 媒 の 灼 熟 サ るも の を情 製 した・ 即 ち灼 熱 物 を
7.>kl-iTiかし.濾 遞 雌 を藻 蟹乾 固 し(鹽酸 を加 へT3
回),之を 掩麹 酸 にiか し過 剰 の盟 化 ア ム モ ニ ウ ムに
.よつ て 沈 澱 せ しあ る・ 之 にア ル コホ ル を加 へ濾 過 し
沈漫 鞠 を灼 熱 しτ金 屬 白金 に∫匕還 元 す る・ 之 を 再び
三直フkに溶 か し比 華舜的 純 粹.なるH霊P竃C緊 とな しr_・
更 に憐 製 を 行 ふ と反 つ て活性.度が 減 少 す る と 云
ふ・ 此 躙 と しTら ..く他 の 崘 島鱇 が 少JltAま
れ 之 がP「`,moterと:しτ 働 く.均で あ ら う と 云 つ τ
ゐ る.(前 北)




數・・lowを(・)賦入レ.撒 白騨 … の俵よ宀 てそ職 ㈱ 熱雌 びに隅興 鸚 騨 流鼈
と レてlillyqF1!}る眼 う 輩 鬣 變動.聿の少 い ものが9まり:Zを計 算 しrU・4x1010-2x10!ｰ>ec-i,,.y.るmを得1
た・ 之 を活 性 巾.かの娠 動 販1013鵠ぴ1と.對照.する.時・ しい・ 一 般 に 浜給 きれ て;II}る直 流電1擬1(ベル.リシで
之 は 可 能.なる數馗 で.ある こ とが 解.る・ は44uVの直流 を三 豫 にて220V.と.して配 電 しTiる)
爾 ほ著 着はH原 子 の添Mi,除 去 逸慱 位 等 を3L反 を その ま 、・測 定 用 舞 器 に懸 用 す る事 昼ま,電 源 電壓 の
應 に於 て,然 もEく20kcd.なる場 合1;は,反 臨 の}不 安定 並び に 他 よn導 入 され る交 流 等.の影 響 の1Tt_
.篶蕪灘1灘韈ll轢灘三灘 雛灘
一sae一







n:を吟 床 す る爲の グ リム ラ.ンプ,tis,.は.各々 二 鳳 及
四 雑 の 切 換 開 閉器 で あ る・.S2.の一 塙 は 抵 抗Wi,コ ン
トロ宀 ル ラ ン プ..1・・ リ;レー uに 接 籔 され て1電 源
の 捺績 を 課 つ た場 合 の短 絡 をNiiFする.DryUr,は
誘 導5ヘ ン リー 直流 抵 抗;SOhmのLrosse且c,魅
は各6及1Gマ イ ク ロ フ.アラ ツ ドめ コ ン デ.ンサ ーで,.こ
れ らの 綴 合 せ に ょっ て 大 約An..ル'ソ以 上 の 交 瀧 を濾
波 す るこ.とが 幽塞 る・.20ヘル ツ以 下約.aヘ ル ツ邊 ま
で叉 それ 以 下 の交 流 踞 動 は £馬E㍉E鮎 及 びSUこ
俵 つ て藩 波 挙 滑 す る・1彊 職 譲 の 抵 抗 でEWI(H
20-6`}'uo;SlaAil《,v【.nG.…】n、b H.,.Bcr葫in)}まヵ雷.く
の 如:き状 態 に 於 τ ・は 引700hm,Ew21irapt71.}_
2101ua〕i3146000hmで あ る ・Sヒ1よG且il■unleile.「
〔1ンPSl,V・150/20じ〕 でStabili:atorとし て の 用 を.
.1..5レ,..蟻高`!DDmetV'〕電 荷 を 負 は す 事 の 出 乗 る もゆ
で あ る・ 電 漂1.;於け るlipの燧動 は その ア ノ ー ドに
於 て は0.1{5%らカ ゾー ドに 於 で は11.179%の變 動 を
示 す のnで あ る・ 電 壓 計 と して の 眞 空 煢rにはT1聡
(A・E・G)を用 ふ ・ 使 用状 態 は 陽極 電屋7Vで これ は
Glimnteilcrの腸 拯 よ り抵 抗¥V.:をRし て遮 蔽 グ リ
'ンド電 位bV .並び1二が 趣 バ ノ メー タ ーGの 蘊償 電 流.
と共 に 得 る・ 陰 継 よ 彑繊 峰 電 流 及 び 制 禦 グ リツ ト負
.電壓騨3Vを 得 ・ この 負 電 産 と欷 .測定電 池t-rと を
切 換へ る爲 の ス 申 ツ.チ馬 に は.遮蔽.され たP』 ・血・
Zじnen穐bdを用 ひ て 帖 別 の 考 案 を 施 して あ る.が ル
'ぐ.ノメー タ ーGはLoX10一'Aを 用 ひ そ の 敏感 度 賦
對 數 的 に巻 い 亡抵 抗W5に よつ て 調節 す る..これ に
よっ てflantiの正 確 度 を以 つ て測 尼 し 得る ・ 樹 ほ
ζの際 グ リツ ド に 量『費 され る電 流 は10-Bl蕊以 下 で
あ る・ 測 定 は 一 般 の 陽 雑 電 流 の 變 化 を償 却 す る1;.法
に.よす・.〔雫 林}
1
`
?
層
一act一 1
.」鬨凾■一.一一 .___.■..1
